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ま
た
、
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
に
次
の
二
団

体
と
一
個
人
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し

て
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
候
補

に
、
隠
岐
島
前
高
校
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し

た
。

護
者
の
理
解
・
協
力
に
対
し
謝
意
を
表
し
た

後
、
教
育
の
目
標
は
子
ど
も
が
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
中
で
生
き
抜
い
て
い
く
「
本
物
の
力
」
を

育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
本
物
の
力
」

を
学
校
と
保
護
者
が
協
力
し
て
育
成
し
よ
う
と

い
う
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

の
松
本
岩
雄
所
長
よ
り
「
魅
力
あ
る
島
根
の
古

代
文
化
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
き
、
研
鑽
を
深

め
た
。
詳
細
は
④
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
大
屋
会
長
を
議
長

に
選
び
、
第
一
～
六
号
議
案
を
承
認
後
、
第
七

号
議
案
で
左
表
の
通
り
新
役
員
が
決
定
し
た
。

そ
し
て
新
旧
役
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ

　
平
成
二
十
九
年
度
定
期
総
会
は
、
六
月
十
日

（
土
）
松
江
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
で
、
代
議

員
七
十
三
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
大
屋
会
長
は
、
開
会
に
当
た
り
県
高
Ｐ
連
の

様
々
な
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
そ
の
後
、
学
校
現

場
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
地
域
の
大
人
が
関

わ
る
機
会
が
増
え
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
決

し
て
保
護
者
の
重
要
度
が
低
下
し
た
も
の
で
は

な
く
、
家
庭
や
保
護
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

再
認
識
し
、
学
校
と
家
庭
が
一
緒
に
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
の
島
根
県
教
育
委
員
会
鴨
木
朗

教
育
長
か
ら
は
、
日
頃
の
学
校
運
営
に
対
し
保

平
成
二
十
九
年
度
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
開
催

た
。
続
い
て
、
大
屋
会
長
を
議
長
に
再
選
し
、

第
八
号
議
案
以
下
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
提
出
議
案
を
紹
介
す
る
。

一
、
平
成
二
十
八
年
度
会
務･

事
業
報
告

二
、
平
成
二
十
八
年
度
会
計
決
算
及
び
監
査

報
告

三
、
特
別
会
計
要
綱
（
案
）

四
、
特
別
会
計
要
綱
４
条
に
よ
る
「
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
性
化
に
関
わ
る
事
業
助
成
金
要

領
（
案
）
」

五
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
コ
ン
テ
ス
ト
等
世
界

大
会
の
出
場
者
に
対
す
る
会
長
激
励
費

贈
呈
要
領
（
案
）

六
、
県
高
Ｐ
連
関
係
各
表
彰
の
被
表
彰
者
の

決
定
並
び
に
全
高
Ｐ
連
等
表
彰
等
の
推

薦

七
、
平
成
二
十
九
年
度
役
員
（
案
）
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校 長 協 会 古　居　　　晃 矢 上

評議員
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安部山　正　一 松 江 南（高橋　泰幸）
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監　事
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中　　　部 名　原　好　昭 三 刀 屋
西　　　部 豊　田　さゆり 浜 田 水 産

事務局
事 務 局 長　　勝　部　昌　幸
事 務 局 次 長　　恩　田　佳　雄
事 務 局 員　　加　藤　淳　子

八
、
平
成
二
十
九
年
度
活
動
方
針
（
案
）

九
、
平
成
二
十
九
年
度
主
要
行
事
予
定

（
案
）

十
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
（
案
）

十
一
、
報
告
事
項

　
第
六
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
表
彰
規
定
に

よ
っ
て
、
総
会
直
後
の
表
彰
式
で
大
屋
会
長
か

ら
次
の
方
々
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
永
年
の

ご
苦
労
と
ご
功
績
に
対
し
て
謝
意
を
表
し
た
。

表
彰
状
贈
呈
（
敬
称
略
）

須
山
　
充
彦
（
三
刀
屋
高
校
掛
合
分
校
）

福
間
　
　
肇
（
平
田
高
校
）

髙
野
　
伸
介
（
出
雲
工
業
高
校
）

塚
本
　
功
治
（
出
雲
農
林
高
校
）

高
橋
　
信
治
（
大
社
高
校
）

福
井
　
義
信
（
島
根
中
央
高
校
）

江
木
　
勝
義
（
浜
田
水
産
高
校
）

宇
野
　
将
之
（
隠
岐
島
前
高
校
）

平
成
二
十
九
年
度

全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
（
推
薦
）

　
団
体
表
彰
候
補

　
　
隠
岐
島
前
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
松
江
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

   

　 

　
個
人
表
彰
候
補
（
敬
称
略
）

　
　
松
本
　
真
佐
子
（
松
江
東
高
校
）

平
成
二
十
九
年
度

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
候
補（
推
薦
）

　
　
隠
岐
島
前
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

鴨木朗県教育長挨拶

新役員紹介
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
大
人
は

保
護
者
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
「
社
会
性
」
と
「
規
範
意
識
」
の
向

上
に
努
め
、
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
お
手

本
と
な
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
本
会
の
活
動
は
、
「
特
別

会
計
」
に
よ
る
事
業
の
開
始
、
会
員
数
減
少
に

よ
る
収
入
減
や
人
件
費
負
担
の
見
直
し
等
に
よ

る
会
費
の
値
上
げ
と
賠
償
責
任
補
償
制
度
の
県

単
独
実
施
な
ど
昨
年
度
ま
で
準
備
を
し
て
き
た

こ
と
を
本
格
的
に
実
施
し
ま
す
。
「
特
別
会

計
」
に
よ
る
事
業
は
、
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
へ
参
加
す
る
生
徒
へ
の
激
励
費
の
贈
呈
の

ほ
か
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
地
域
等
と
連
携
し
て
実
施

す
る
研
修
会
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
32
年
度
の
全
国
高
Ｐ
連
大
会
を
島
根
県
で

実
施
す
る
た
め
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

　
学
校
は
地
域
と
の
連
携
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。平
成
32
年
度
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
あ
り
大
学
入
試
制
度
も
変

わ
り
ま
す
。大
き
く
時
代
が
変
化
す
る
中
で
、Ｐ

Ｔ
Ａ
も
子
ど
も
た
ち
の
手
本
で
あ
る
と
と
も
に

期
待
さ
れ
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
島
根
県
高
Ｐ
連
の
会
長

を
務
め
ま
す
、
大
屋
光
宏
で
す
。
み
な
さ
ま
に

は
、
日
ご
ろ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
参
加
と
協
力

に
対
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
は
じ
め
様
々
な
社

会
的
活
動
が
、
そ
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ
る
と

と
も
に
会
員
の
減
少
、
行
事
へ
の
参
加
率
の
低

下
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
、
体
力
そ
し
て
心
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
の
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学
力
向
上
の
た
め
の
支

援
、
部
活
動
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
時
代
に
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
た
め
に
は
自
ら
の
研
修
も
必
要

で
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
保
護
者
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

始
め
と
す
る
社
会
的
活
動
へ
参
加
す
る
意
義

は
、
「
社
会
性
」
と
「
高
い
規
範
意
識
」
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
大
学

生
は
国
際
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
が
低
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
社
会
は
急
速
に

発
達
し
て
い
ま
す
が
、
ル
ー
ル
作
り
が
追
い
付

い
て
い
ま
せ
ん
。
著
作
権
、
誹
謗
中
傷
な
ど
自

ら
の
高
い
規
範
意
識
が
な
け
れ
ば
、
知
ら
な
い

う
ち
に
犯
罪
に
加
担
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
も
た
ち
に
「
本
物
の
力
」
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
「
学
ぶ
意
欲
」
と
「
学
習
習
慣
」

と
の
間
の
好
循
環
が
う
ま
く
回
り
だ
す
よ
う

に
、
子
ど
も
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
す
。
「
学

ぶ
意
欲
」
と
「
学
習
習
慣
」
は
鶏
と
卵
の
関
係

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
を
先
行
さ
せ
る

と
好
循
環
が
回
り
だ
す
の
か
、
子
ど
も
の
個
性

や
事
情
に
応
じ
て
、
ふ
さ
わ
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
「
学
ぶ
こ
と
」
と
「
生
き
る

こ
と
」
と
の
関
係
を
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
長
い
目
で
じ
っ
く
り
と
子
ど
も
の
成
長
に

働
き
か
け
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
教
育
の

根
幹
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
り
良

く
生
き
る
た
め
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
、
島
根
の
子
ど
も
た
ち
に
深
く

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
こ
の
こ
と
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の

中
で
実
現
す
る
こ
と
が
、
島
根
ら
し
い
教
育
の

魅
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
教
育
活
動
は
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
を
力
強
く
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
、
微
力
な
が
ら
教
育
長
の
職
責

を
果
た
し
て
い
く
う
え
で
肝
に
銘
じ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
点
目
は
、
そ
も
そ
も
教
育
委
員
会
は
教
育

現
場
を
支
え
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
、
と
い

う
教
育
行
政
の
原
点
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

　
二
点
目
は
、
戦
後
採
用
さ
れ
た
「
レ
イ
マ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
仕
組
み
を
大
切
に
す
る
こ

と
。
「
レ
イ
マ
ン
」
す
な
わ
ち
「
市
民
感
覚
を

持
っ
た
良
識
あ
る
大
人
」
と
し
て
の
教
育
委
員

が
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
教
育
の
大
き
な
方
向

性
を
示
し
、
こ
れ
を
受
け
て
学
校
や
教
育
行
政

の
専
門
家
集
団
（
教
職
員
）
が
そ
れ
を
誠
実
に

具
体
化
し
よ
う
と
努
め
る
。
こ
の
仕
組
み
は
、

歴
史
の
中
で
大
き
な
代
償
を
払
っ
て
手
に
入
れ

た
「
人
間
の
知
恵
と
経
験
の
結
晶
」
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
三
点
目
は
、
教
育
の
目
標
と
は
、
社
会
の
中

で
生
き
抜
い
て
い
く
「
本
物
の
力
」
の
育
成
で

あ
る
こ
と
を
、
学
校
と
教
育
委
員
会
が
正
し
く

認
識
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
私
は
、
島
根
の
子

「
学
ぶ
こ
と
」
「
生
き
る
こ
と
」

就
任
ご
あ
い
さ
つ
「
家
庭
の
力
」

鴨
木

　
　朗

大
屋

　光
宏

島
根
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長

（
島
根
県
立
矢
上
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
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ま
た
、
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
に
次
の
二
団

体
と
一
個
人
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し

て
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
候
補

に
、
隠
岐
島
前
高
校
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し

た
。

護
者
の
理
解
・
協
力
に
対
し
謝
意
を
表
し
た

後
、
教
育
の
目
標
は
子
ど
も
が
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
中
で
生
き
抜
い
て
い
く
「
本
物
の
力
」
を

育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
本
物
の
力
」

を
学
校
と
保
護
者
が
協
力
し
て
育
成
し
よ
う
と

い
う
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

の
松
本
岩
雄
所
長
よ
り
「
魅
力
あ
る
島
根
の
古

代
文
化
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
き
、
研
鑽
を
深

め
た
。
詳
細
は
④
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
大
屋
会
長
を
議
長

に
選
び
、
第
一
～
六
号
議
案
を
承
認
後
、
第
七

号
議
案
で
左
表
の
通
り
新
役
員
が
決
定
し
た
。

そ
し
て
新
旧
役
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ

　
平
成
二
十
九
年
度
定
期
総
会
は
、
六
月
十
日

（
土
）
松
江
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
で
、
代
議

員
七
十
三
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
大
屋
会
長
は
、
開
会
に
当
た
り
県
高
Ｐ
連
の

様
々
な
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
そ
の
後
、
学
校
現

場
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
地
域
の
大
人
が
関

わ
る
機
会
が
増
え
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
決

し
て
保
護
者
の
重
要
度
が
低
下
し
た
も
の
で
は

な
く
、
家
庭
や
保
護
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

再
認
識
し
、
学
校
と
家
庭
が
一
緒
に
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
の
島
根
県
教
育
委
員
会
鴨
木
朗

教
育
長
か
ら
は
、
日
頃
の
学
校
運
営
に
対
し
保

平
成
二
十
九
年
度
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
開
催

た
。
続
い
て
、
大
屋
会
長
を
議
長
に
再
選
し
、

第
八
号
議
案
以
下
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
提
出
議
案
を
紹
介
す
る
。

一
、
平
成
二
十
八
年
度
会
務･

事
業
報
告

二
、
平
成
二
十
八
年
度
会
計
決
算
及
び
監
査

報
告

三
、
特
別
会
計
要
綱
（
案
）

四
、
特
別
会
計
要
綱
４
条
に
よ
る
「
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
性
化
に
関
わ
る
事
業
助
成
金
要

領
（
案
）
」

五
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
コ
ン
テ
ス
ト
等
世
界

大
会
の
出
場
者
に
対
す
る
会
長
激
励
費

贈
呈
要
領
（
案
）

六
、
県
高
Ｐ
連
関
係
各
表
彰
の
被
表
彰
者
の

決
定
並
び
に
全
高
Ｐ
連
等
表
彰
等
の
推

薦

七
、
平
成
二
十
九
年
度
役
員
（
案
）

平成29年度島根県高等学校ＰＴＡ連合会役員表
役　員 選出地区等 氏　　　　名 所 属 高 校（所属校校長）
会　長 西　　　部 大　屋　光　宏 矢 上（古居　　晃）

副会長

東　　　部 加　納　孝　通 松 江 北（小山　理久）
中　　　部 勝　部　　　栄 平 田（井村　孝之）
女 性 代 表 塩　毛　七　栄 松 江 東（永瀬　嘉之）
校 長 協 会 古　居　　　晃 矢 上

評議員

松　　　江
安部山　正　一 松 江 南（高橋　泰幸）
野々村　卓　也 松 江 農 林（吉川　　靖）

雲　　　南 田　部　宏　幸 飯 南（秦　　　勉）
出　　　雲 石　橋　慶　一 出 　 　 雲（飯塚　　勝）
大　　　田 郷　原　寿　夫 邇 　 　 摩（三島　祐司）
浜　　　田　山　田　義　則 江 　 　 津（宮島　忠史）
益　　　田 増　本　祥　子 吉 　 　 賀（熊谷　修山）

監　事
東　　　部 中　西　　　誠 松 江 工 業
中　　　部 名　原　好　昭 三 刀 屋
西　　　部 豊　田　さゆり 浜 田 水 産

事務局
事 務 局 長　　勝　部　昌　幸
事 務 局 次 長　　恩　田　佳　雄
事 務 局 員　　加　藤　淳　子

八
、
平
成
二
十
九
年
度
活
動
方
針
（
案
）

九
、
平
成
二
十
九
年
度
主
要
行
事
予
定

（
案
）

十
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
（
案
）

十
一
、
報
告
事
項

　
第
六
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
表
彰
規
定
に

よ
っ
て
、
総
会
直
後
の
表
彰
式
で
大
屋
会
長
か

ら
次
の
方
々
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
永
年
の

ご
苦
労
と
ご
功
績
に
対
し
て
謝
意
を
表
し
た
。

表
彰
状
贈
呈
（
敬
称
略
）

須
山
　
充
彦
（
三
刀
屋
高
校
掛
合
分
校
）

福
間
　
　
肇
（
平
田
高
校
）

髙
野
　
伸
介
（
出
雲
工
業
高
校
）

塚
本
　
功
治
（
出
雲
農
林
高
校
）

高
橋
　
信
治
（
大
社
高
校
）

福
井
　
義
信
（
島
根
中
央
高
校
）

江
木
　
勝
義
（
浜
田
水
産
高
校
）

宇
野
　
将
之
（
隠
岐
島
前
高
校
）

平
成
二
十
九
年
度

全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
（
推
薦
）

　
団
体
表
彰
候
補

　
　
隠
岐
島
前
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
松
江
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

   

　 

　
個
人
表
彰
候
補
（
敬
称
略
）

　
　
松
本
　
真
佐
子
（
松
江
東
高
校
）

平
成
二
十
九
年
度

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
候
補（
推
薦
）

　
　
隠
岐
島
前
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

鴨木朗県教育長挨拶

新役員紹介
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ま
で
外
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
も
お
ら

れ
、
新
鮮
な
食
材
の
販
売
を
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
「
中
高
合
同
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
で
の
豚

汁
提
供

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
当
日
に
集
合
し
、
走

り
終
わ
っ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
豚

汁
作
り
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
の
関
係
で
吉
賀
町
内
の
中
学
生

と
高
校
生
と
が
合
同
で
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

に
臨
ん
で
い
る
た
め
、
作
る
量
も
多
く
準
備

が
大
変
で
す
が
、
ね
ぎ
ら
い
の
一
杯
と
な
る

よ
う
に
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

○
研
修
委
員
会
「
親
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施

　
吉
賀
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
、
生
活
指
導

委
員
会
・
研
修
委
員
会
・
編
集
委
員
会
の
３

つ
の
委
員
会
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
研
修
委
員
会

で
は
平
成
二
十
八
年
度
に
「
親
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
吉
賀
町
内
中
学
生
の
保
護
者
に

も
呼
び
か
け

て
実
施
し
ま

し
た
。
「
親

学
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
は
親

同
士
の
交
流

を
通
し
て
親

と
し
て
の
役

割
や
子
ど
も

と
の
か
か
わ

り
方
の
気
づ

き
を
促
す
、

参
加
型
の
学

習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
今

年
度
も
継
続

し
て
実
施
す

る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま

す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
達
が
作
っ

た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、

保
護
者
独
自
で
飲
み
物
も
販
売
し
つ
つ
多
く
の

来
場
者
に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
当
に
充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
吉
賀
高
校
は
島
根
県
西
南
端
の
中
山
間
地
に

位
置
す
る
小
規
模
校
で
す
。
他
校
に
比
べ
れ
ば

生
徒
数
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
と
も
に
少
な
い
で
す

が
、
「
小
さ
な
学
校
で
大
き
な
夢
を
！
」
「
吉

い
高
（
よ
し
い
こ
う
）
」
を
合
い
言
葉
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
「
中
国
・
四
国
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
大
会
」
へ
の
参
加

　
他
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
内
容
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
こ
と

も
兼
ね
て
、
例
年
10
名
程
度
で
参
加
を
し
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
に

は
、
ま
ず
多
く
の
会
員
に
気
軽
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
明
る
く
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

○
「
よ
し
か
祭
」
バ
ザ
ー
へ
の
出
店

　
「
よ
し
か
祭
」
は
吉
賀
高
校
の
学
園
祭
で

す
。
生
徒
達
が
模
擬
店
を
出
店
す
る
際
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
も
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店
を
出

店
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
園
祭
当
日
の
朝
、
隣
町
の
益
田

市
内
か
ら
新
鮮
な
食
材
を
仕
入
れ
て
販
売
も

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
中
に
は
遠
く

校
に
出
向
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
文
化
祭
の
手
伝
い
に
出
掛
け
て
み
る

と
、
子
ど
も
達
と
は
勿
論
、
他
の
保
護
者
や
地

域
の
方
々
と
交
わ
す
言
葉
と
挨
拶
は
と
て
も
自

然
で
気
持
ち
良
く
、
子
ど
も
達
も
受
け
入
れ
て

く
れ
て
い
る
様
子
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て

努
力
し
た
充
実
感
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
有

意
義
な
も
の
で
し
た
。
心
配
も
杞
憂
に
終
わ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
殊
に
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
掛
合
分
校
の
コ
ラ

ボ
文
化
祭
（
３
回
を
数
え
る
）
は
実
に
規
模
が

大
き
く
、
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
も
郷
土
芸
能

や
茶
華
道
の
発
表
や
展
示
の
場
と
な
っ
た
り
、

地
域
の
歴
史
を
紐
解
き
伝
承
さ
せ
る
絶
好
の
機

会
と
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
年

齢
・
世
代
を
超
え
た
交
わ
り
が
存
在
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達

は
地
域
の
大
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ

り
、
大
人
は
大
人
で
地
域
を
担
っ
て
く
れ
そ
う

な
若
者
達
と
直
接
会
話
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
関
わ
っ
た

一
昨
年
と
昨
年

は
、
先
生
の
指
示

の
も
と
子
ど
も
達

が
腕
を
振
る
っ
て

作
っ
た
洋
風
・
和

風
の
料
理
や
デ

ザ
ー
ト
の
盛
り

付
け
を
保
護
者
が

手
伝
い
、
併
せ
て

配
膳
も
請
け
負
い

ま
し
た
。
調
理
を

し
な
が
ら
文
化
祭

ス
テ
ー
ジ
の
出
番

を
待
つ
子
ど
も
達

に
、
親
達
が
し
っ

か
り
と
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
や
る

　
島
根
県
内
の
分
校
が
相
次
い
で
そ
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
す
中
、
掛
合
分
校
だ
け
は
県
内
唯
一

の
分
校
と
し
て
今
な
お
そ
の
歴
史
を
刻
み
続
け

て
い
ま
す
。
今
年
で
創
立
64
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
掛
合
分
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
例
年
文
化
祭
の
２
日

目
に
子
ど
も
達
と
一
緒
に
な
っ
た
模
擬
店
を
出

す
こ
と
で
学
校
行
事
に
関
わ
り
を
持
た
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
親
子
間
の
会
話
が
乏
し
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
と
も
す
れ
ば
親
は

仕
事
の
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
、
子
は
子
で
授
業

や
課
外
活
動
・
通
塾
な
ど
と
ゆ
と
り
の
あ
ま
り

な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
ず
と

す
れ
違
い
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
し
て
や
高
校

生
と
も
な
る
と
親
子
が
一
緒
に
汗
を
流
す
機
会

な
ど
極
め
て
珍
し
い
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
保
護
者
か
ら
す
る
と
、
わ
が
子
が
実
際
に
ど

ん
な
様
子
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
知
り
た
い
面
も
当
然
あ
り
ま
す
が
、
親

が
学
校
に
出
掛
け
て
子
と
一
緒
に
作
業
を
す
る

な
ど
と
い
う
の
は
、
思
春
期
特
有
の
心
理
状
態

も
あ
り
、
子
ど
も
が
親
を
煙
た
が
り
気
ま
ず
い

雰
囲
気
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
自
然

に
足
が
遠
の
き
が
ち
で
す
。
私
は
わ
が
子
が
掛

合
分
校
に
入
学
し
た
一
昨
年
の
文
化
祭
か
ら
、

代
議
員
を
受
け
た
手
前
も
あ
り
意
を
決
し
て
学

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
紹
介

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校
掛
合
分
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
石

　原

　公

　夫

「
親
子
の
絆
を

　   

よ
り
確
か
な
も
の
に
」

島
根
県
立
吉
賀
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
増

　本

　祥

　子

吉
賀
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

文化祭模擬店

ＰＴＡバザー（焼きそば）平成28年度
「親学プログラム」
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　県
内
の
学
校
で
は
ふ
る
さ
と
教
育
が
進
め
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
島
根
の
豊
か
な
自
然
や
歴

史
や
文
化
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
総
会

時
に
は
島
根
県
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
所
長
の

松
本
岩
雄
氏
を
招
聘
し
、
「
魅
力
あ
る
島
根
の

古
代
文
化
」
と
い
う
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ

き
、
研
修
を
行
っ
た
。
以
下
は
、
そ
の
と
き
の

内
容
を
含
め
て
、
講
師
の
松
本
所
長
様
に
ま
と

め
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
島
根
県
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
出
雲
地
域

は
「
神
々
の
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

記
紀
（
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
）
で
出
雲

を
舞
台
と
す
る
神
話
が
多
く
を
占
め
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
日
本
統
一
の
由
来
を
物
語
る
記

紀
神
話
の
な
か
で
、
な
ぜ
出
雲
が
多
く
登
場
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
証
明
す
る
出
雲
の

考
古
学
的
資
料
は
注
目
さ
れ
る
も
の
が
少
な

く
、
記
紀
は
中
央
の
権
力
者
が
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
と
は
無
縁
の
も
の
と

さ
れ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
１
９
８
４
・
８
５
年
に
出
雲
市
斐

川
町
の
荒
神
谷
遺
跡
で
、
銅
剣
３
５
８
本
・
銅

矛
16
本
・
銅
鐸
６
個
も
の
大
量
の
青
銅
器
が
出

土
し
た
。
当
時
、
全
国
各
地
で
発
見
さ
れ
た
銅

剣
を
す
べ
て
集
め
て
も
約
３
０
０
本
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
１
か
所
で
３
５
８
本
も
出
土
し
た

こ
と
は
驚
異
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

１
９
９
６
年
に
は
雲
南
市
の
加
茂
岩
倉
遺
跡
か

ら
史
上
最
多
と
な
る
39
個
の
銅
鐸
が
出
土
し
、

弥
生
時
代
の
出
雲
は
列
島
の
な
か
で
も
と
り
わ

け
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
荒
神
谷
・
加
茂
岩
倉
遺
跡
の
青
銅
器
を
詳
し

く
観
察
す
る
と
近
畿
産
と
み
ら
れ
る
銅
鐸
、
九

州
産
と
み
ら
れ
る
銅
矛
の
ほ
か
出
雲
産
と
推
測

さ
れ
る
青
銅
器
（
銅
剣
３
５
８
本
・
銅
鐸
４

個
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
九
州

や
近
畿
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
に
わ
た
る
交
流

を
示
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
出
雲
独
自
の
青
銅

器
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
特

徴
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
島
根
と
い
え
ば
多
く
の
人
は
出

雲
大
社
を
思
い
浮
か
ぶ
。
出
雲
大
社
の
神
主

は
、
国
譲
り
神
話
で
高
天
原
か
ら
最
初
に
遣
わ

さ
れ
た
天
穂
日
命
を
祖
と
す
る
出
雲
国
造
家

で
、
現
在
ま
で
一
貫
し
て
継
承
し
て
い
る
稀
有

な
存
在
で
あ
る
。
出
雲
国
造
家
に
は
『
金
輪
御

造
営
差
図
』
と
い
う
不
思
議
な
図
面
が
伝
え
ら

れ
て
い
た
。
本
殿
の
平
面
図
で
あ
る
が
、
３
本

の
円
柱
を
金
輪
で
束
ね
た
径
３
ｍ
も
の
巨
大

柱
、
長
さ
１
０
９
ｍ
に
も
及
ぶ
長
大
な
階
段
が

記
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
建
築
学
者
は
実

在
し
な
い
空
想
の
本
殿
と
考
え
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
２
０
０
０
年
に
出
雲
大
社
境
内

に
お
い
て
、
３
本
束
ね
の
巨
大
柱
が
発
掘
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
建
築
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
巨
大
な
本
殿
の
実
在
が
証
明
さ
れ
た
。

　
近
年
の
島
根
に

お
け
る
考
古
学
的

調
査
の
成
果
は
、

日
本
の
歴
史
や
文

化
を
考
え
る
う
え

で
極
め
て
重
要
な

意
味
を
持
つ
こ
と

を
立
証
し
た
こ
と

か
ら
、
日
本
史
の

教
科
書
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

予定される準備スケジュール等
１　期　　日（予定案）平成32年８月20日（木）・21日（金）
２　開催場所（予定案）全体会会場（主会場）　松江市内
　　　　　　　　　　　分科会会場　東部地区（主会場を含む）
３　今後の主な準備（予定案）
　平成29年５月　全国大会準備対策員会設置
　平成30年７月　準備委員会設置
　平成31年４月　実行委員会設置
　　　　　８月　第69回京都大会閉会式にて島根大会ＰＲ
　平成32年８月　第70回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会 島根大会開催

６月24日（土）に東京ガーデンパレスで開かれた全国高Ｐ連定時総会にお
いて、平成32年（2020年）の全国高Ｐ連大会を島根県で開催することが内
定した。県高Ｐ連では、これを受けて大会の成功に向けて今年度より準備を進
めていく。加盟校36校という小さな規模の県が、参加者約10,000人の大会を
企画・運営しておくことは、たくさんの課題があると思われるが、大会を通じ
て島根県の良さを情報発信することはもとより、加盟校のＰＴＡが学校枠を越
えて力をあわせて一つになることは、今後の各高校ＰＴＡの活発な活動展開と
島根県の高等学校教育の発展に大いに寄与できると考える。７月３日（月）に
は、このことについて報告と協力依頼のために、大屋光宏会長が溝口善兵衛県
知事、鴨木朗県教育長、松浦正敬松江市長、清水伸夫松江市教育長をそれぞれ
表敬訪問した。今後、会員の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いする。

第70回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会島根大会
2020年開催内定!!

平
成
二
十
九
年
度
総
会
・
研
修

魅
力
あ
る
島
根
の
古
代
文
化

島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

所
長

　松
本
　
岩
雄

松浦正敬松江市長表敬訪問

溝口善兵衛県知事表敬訪問

受諾挨拶をする大屋光宏会長

講演中の松本岩雄所長
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ま
で
外
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
も
お
ら

れ
、
新
鮮
な
食
材
の
販
売
を
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
「
中
高
合
同
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
で
の
豚

汁
提
供

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
当
日
に
集
合
し
、
走

り
終
わ
っ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
豚

汁
作
り
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
の
関
係
で
吉
賀
町
内
の
中
学
生

と
高
校
生
と
が
合
同
で
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

に
臨
ん
で
い
る
た
め
、
作
る
量
も
多
く
準
備

が
大
変
で
す
が
、
ね
ぎ
ら
い
の
一
杯
と
な
る

よ
う
に
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

○
研
修
委
員
会
「
親
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施

　
吉
賀
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
、
生
活
指
導

委
員
会
・
研
修
委
員
会
・
編
集
委
員
会
の
３

つ
の
委
員
会
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
研
修
委
員
会

で
は
平
成
二
十
八
年
度
に
「
親
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
吉
賀
町
内
中
学
生
の
保
護
者
に

も
呼
び
か
け

て
実
施
し
ま

し
た
。
「
親

学
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
は
親

同
士
の
交
流

を
通
し
て
親

と
し
て
の
役

割
や
子
ど
も

と
の
か
か
わ

り
方
の
気
づ

き
を
促
す
、

参
加
型
の
学

習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
今

年
度
も
継
続

し
て
実
施
す

る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま

す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
達
が
作
っ

た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、

保
護
者
独
自
で
飲
み
物
も
販
売
し
つ
つ
多
く
の

来
場
者
に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
当
に
充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
吉
賀
高
校
は
島
根
県
西
南
端
の
中
山
間
地
に

位
置
す
る
小
規
模
校
で
す
。
他
校
に
比
べ
れ
ば

生
徒
数
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
と
も
に
少
な
い
で
す

が
、
「
小
さ
な
学
校
で
大
き
な
夢
を
！
」
「
吉

い
高
（
よ
し
い
こ
う
）
」
を
合
い
言
葉
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
「
中
国
・
四
国
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
大
会
」
へ
の
参
加

　
他
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
内
容
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
こ
と

も
兼
ね
て
、
例
年
10
名
程
度
で
参
加
を
し
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
に

は
、
ま
ず
多
く
の
会
員
に
気
軽
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
明
る
く
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

○
「
よ
し
か
祭
」
バ
ザ
ー
へ
の
出
店

　
「
よ
し
か
祭
」
は
吉
賀
高
校
の
学
園
祭
で

す
。
生
徒
達
が
模
擬
店
を
出
店
す
る
際
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
も
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店
を
出

店
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
園
祭
当
日
の
朝
、
隣
町
の
益
田

市
内
か
ら
新
鮮
な
食
材
を
仕
入
れ
て
販
売
も

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
中
に
は
遠
く

校
に
出
向
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
文
化
祭
の
手
伝
い
に
出
掛
け
て
み
る

と
、
子
ど
も
達
と
は
勿
論
、
他
の
保
護
者
や
地

域
の
方
々
と
交
わ
す
言
葉
と
挨
拶
は
と
て
も
自

然
で
気
持
ち
良
く
、
子
ど
も
達
も
受
け
入
れ
て

く
れ
て
い
る
様
子
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て

努
力
し
た
充
実
感
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
有

意
義
な
も
の
で
し
た
。
心
配
も
杞
憂
に
終
わ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
殊
に
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
掛
合
分
校
の
コ
ラ

ボ
文
化
祭
（
３
回
を
数
え
る
）
は
実
に
規
模
が

大
き
く
、
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
も
郷
土
芸
能

や
茶
華
道
の
発
表
や
展
示
の
場
と
な
っ
た
り
、

地
域
の
歴
史
を
紐
解
き
伝
承
さ
せ
る
絶
好
の
機

会
と
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
年

齢
・
世
代
を
超
え
た
交
わ
り
が
存
在
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達

は
地
域
の
大
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ

り
、
大
人
は
大
人
で
地
域
を
担
っ
て
く
れ
そ
う

な
若
者
達
と
直
接
会
話
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
関
わ
っ
た

一
昨
年
と
昨
年

は
、
先
生
の
指
示

の
も
と
子
ど
も
達

が
腕
を
振
る
っ
て

作
っ
た
洋
風
・
和

風
の
料
理
や
デ

ザ
ー
ト
の
盛
り

付
け
を
保
護
者
が

手
伝
い
、
併
せ
て

配
膳
も
請
け
負
い

ま
し
た
。
調
理
を

し
な
が
ら
文
化
祭

ス
テ
ー
ジ
の
出
番

を
待
つ
子
ど
も
達

に
、
親
達
が
し
っ

か
り
と
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
や
る

　
島
根
県
内
の
分
校
が
相
次
い
で
そ
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
す
中
、
掛
合
分
校
だ
け
は
県
内
唯
一

の
分
校
と
し
て
今
な
お
そ
の
歴
史
を
刻
み
続
け

て
い
ま
す
。
今
年
で
創
立
64
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
掛
合
分
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
例
年
文
化
祭
の
２
日

目
に
子
ど
も
達
と
一
緒
に
な
っ
た
模
擬
店
を
出

す
こ
と
で
学
校
行
事
に
関
わ
り
を
持
た
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
親
子
間
の
会
話
が
乏
し
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
と
も
す
れ
ば
親
は

仕
事
の
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
、
子
は
子
で
授
業

や
課
外
活
動
・
通
塾
な
ど
と
ゆ
と
り
の
あ
ま
り

な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
ず
と

す
れ
違
い
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
し
て
や
高
校

生
と
も
な
る
と
親
子
が
一
緒
に
汗
を
流
す
機
会

な
ど
極
め
て
珍
し
い
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
保
護
者
か
ら
す
る
と
、
わ
が
子
が
実
際
に
ど

ん
な
様
子
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
知
り
た
い
面
も
当
然
あ
り
ま
す
が
、
親

が
学
校
に
出
掛
け
て
子
と
一
緒
に
作
業
を
す
る

な
ど
と
い
う
の
は
、
思
春
期
特
有
の
心
理
状
態

も
あ
り
、
子
ど
も
が
親
を
煙
た
が
り
気
ま
ず
い

雰
囲
気
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
自
然

に
足
が
遠
の
き
が
ち
で
す
。
私
は
わ
が
子
が
掛

合
分
校
に
入
学
し
た
一
昨
年
の
文
化
祭
か
ら
、

代
議
員
を
受
け
た
手
前
も
あ
り
意
を
決
し
て
学

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
紹
介

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校
掛
合
分
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
石

　原

　公

　夫

「
親
子
の
絆
を

　   

よ
り
確
か
な
も
の
に
」

島
根
県
立
吉
賀
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
増

　本

　祥

　子

吉
賀
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

文化祭模擬店

ＰＴＡバザー（焼きそば）平成28年度
「親学プログラム」
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り
、
参
加
者
が
い
ろ
い
ろ
な
ワ
ー
ク

を
し
な
が
ら
、
最
後
に
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い

る
と
実
感
で
き
る
た
め
に
、
地
域
全

体
（
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
）
で
、
子
ど
も
た
ち
の
言
動

の
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
に
努
め
、

子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
人
権
感
覚
を
高
め
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
感
覚
の
連

携
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
理

解
で
き
た
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
実

施
さ
れ
る
こ
の
研
修
会
に
是
非
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
平
成
二
十
九
年
五
月
九
日
（
火
）
に
、
島
根
県
松
江
合
同
庁
舎
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
事
業
は
、
島
根
県
教
育
員
会
が
、
県
内
の
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
、
小
・

中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
モ
デ
ル
指
定

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
一
人
一
人
が
様
々
な
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
や
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
人
権
・
同
和
教
育
の
よ
り
効
果
的

な
推
進
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
当
連
合
会
か
ら
は
、
平
成
二
十
八

年
度
・
二
十
九
年
度
の
育
成
事
業
指
定
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
飯
南
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
他
、

参
加
希
望
の
あ
っ
た
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
十
四
名
が
参
加
し
た
。
飯
南
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
、
田
部
宏
幸
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
中
間
発
表
を
行
っ
た
。
飯
南
高
校
で
は
人
権
教
育

を
「
個
性
の
尊
重
」
と
と
ら
え
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
個
性
や
特
色
を
自
覚

し
、
認
め
合
う
態
度
を
養
う
た
め
に
、
保
護
者
の
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と

を
事
業
の
ね
ら
い
と
し
て
、
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
、
広
報
、
講
演
会
、
研

修
委
員
役
員
会
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
飯
南
高
校
に
は

県
外
か
ら
の
生
徒
も
入
学
し
て
き
て
お
り
、
町
内
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
を

つ
く
り
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
、
第
二
の
孫
と
し
て
そ
の
生
徒
た
ち
を
迎
え
入
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
発
表
も
あ
っ
た
。
午
後
か
ら
は
、
人
権
同
和
教
育
課
飯
国

秀
忠
社
会
教
育
主
事
の
「
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
と
は
」
と
題
す
る
講
演
が
あ

平
成
二
十
九
年
度
人
権
・
同
和
教
育

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
育
成
事
業

～
人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
～

県内事業所理解・県内就職促進

島根県内の高校生

<お問合せ >
ジョブカフェしまね（公財）ふるさと島根定住財団
インターンシップサポートデスク　TEL：0120-34-0451（中澤・奥田）

企業

高校生のうちに
進学後の仕事、考えませんか？

島根県内の企業が大集合

【東部地区】

日時 ： ７月 30 日 （日） 12:50 ～

場所 ： くにびきメッセ

企業 ・仕事発見セミナー
【西部地区】

日時 ： ７月 29 日 （土） 13:00 ～

場所 ： 島根県立石見武道館

対象：進学を希望する高校生
そして保護者、教職員

主催：島根県教育委員会・島根県商工労働部

島根県教育委員会　教育指導課 検索

 

事
務
局
だ
よ
り

　
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
Ｐ
連
総

会
に
お
い
て
、平
成
32
年
の
全
国
高
Ｐ
連
大
会

を
島
根
県
で
開
催
す
る
こ
と
が
内
定
し
ま
し

た
。こ
の
４
月
よ
り
全
国
大
会
準
備
の
た
め
事

務
局
に
入
り
ま
し
た
恩
田
佳
雄
と
い
い
ま
す
。

勝
部
昌
幸
事
務
局
長
、加
藤
淳
子
事
務
局
員

と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
わ
が
家
で
は
米
を
作
っ
て
い
ま
す
。田
植
え

や
稲
刈
り
は
営
農
組
合
に
お
願
い
し
て
、げ
し

の
草
刈
り
と
水
の
管
理
を
も
っ
ぱ
ら
行
っ
て
い

ま
す
。６
月
中
旬
に
水
を
田
ん
ぼ
に
入
れ
ず
、

中
干
し
行
い
ま
す
が
、今
年
は
梅
雨
入
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
、雨
は
少
な
い
状
況
で
、今
の
と

こ
ろ
楽
に
中
干
し
が
で
き
そ
う
で
す
。中
干
し

を
す
る
と
根
が
水
を
求
め
て
下
へ
下
へ
伸
び
、

倒
伏
し
に
く
い
稲
が
育
ち
ま
す
。教
育
も
同
じ

で
、子
ど
も
に
何
で
も
与
え
過
ぎ
ず
、自
分
で

考
え
、自
分
で
し
っ
か
り
根
を
張
ら
せ
る
こ
と

も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、わ
が
子
の

こ
と
に
な
る
と
つ
い
甘
や
か
し
た
り
与
え
す
ぎ

て
、稲
の
中
干
し
の
方
が
は
る
か
に
簡
単
だ
と

今
頃
思
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
10
日
の
県
高
Ｐ
連
総
会
で
「
特
別
会

計
要
綱
」が
承
認
さ
れ
、こ
の
中
の
４
条
に
よ

る
「
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
性
化
に
関
わ
る
事
業

助
成
金
要
領
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
し
高
Ｐ
連
が
後
援
す

る（
１
）学
校
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、行
政
や
地
域
団
体
な
ど
と
共
同
し
て
行
う

事
業（
２
）Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、２
つ
以
上
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
共
同
し
て

行
う
事
業
に
助
成
す
る
も
の
で
す
。教
育
は
、

学
校
に
加
え
て
家
庭
や
保
護
者
そ
し
て
地
域

や
行
政
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。こ
の
要
領

は
、各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化

さ
せ
、子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る

活
動
に
資
す
れ
ば
と
い
う
願
い
で
制
定
さ
れ

た
制
度
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

発表する田部宏幸飯南高校ＰＴＡ会長
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